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大正2年一同15年
昭和2・年一昭和6年

同7年一同110年
同11年一同13年一
同14年一同17年
同侶年一同20年
同飢年一同22年
　　　　　　計

〃　5，300t

〃　4，000t

〃　5，000t

・〃　7，500t

〃　4，500t．

〃　3ゴ000t

〃　1，500t

　122，400t

　　　　　　8．結　言’
此の鉱床嫡長石質資源とレで極めて大きな鉱量を有￥

し
、

採掘容易であつる鉱碓融均質謙の活用研

究如何によつては白色陶磁器用原料と撫し得る可龍性も

あるので姻的馳施灘細としぐ大いに着財可

きものであろ5。但し，積極酌開発には先ずヒれに先立

　　ゆち鉱石の活用研究を必要とし，大量生産叉は機械設備に

よる計画的採鉱法がとらねばならない。
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岐阜縣藏柱自・珪石。長石鉱床
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『昭和23年11月岐阜縣吉城郡上寒村の藏柱白珪石乳艮

石鉱床g調査を行？準。そφ緯果をごトに報告する。

　　　　　，1．位置及び交通
　岐阜縣吉城郡上宝村大字石浦，高山線飛騨古川駅の北』

東方約20km海抜900血の地点1こある。駅から一トラック

を通ずるが，冬季5ヵ月間は積雪の爲不通となるσトラ・

ック積場と採掘現場の齎600mは小型馬車によづで鉱石

の搬出を行う。

　　　　　　2．地質及び鑛床
鉱床の母岩は黒雲母花嵩岩で昂つて・ごの花嵩岩1ヰ北

方，西方は片麻岩と，東方は中生暦と接し粥方嫉第三紀

　　　　　　　　暦に覆われて東西に長く発達
亀

　　　　　圖石英帯
　　　　　，圃混、交帯
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する。鉱床は略々その中央部

に位する不規則レ堵ズ朕ペグ

マタイトで，南斜面に露出し，

南にゆるく（8。～15。）傾斜す、

る。現在坑内外で確認される’

鉱体の大きさは東西，南北各

25m強厚さβm乃至7mで
　　　　　　　とある。鉱体の上部は右英帯で一

東西20m以上，。傾斜に滑い

12mが確認され，厚さは2乃

至4mと推1走され為oこの石

英幣の下部に長石帯が存在す・

る。東西約20m，南北30m，
一
が 確認され，北側の蓮繍趨

・勢であるo厚さは約3mと推

’

恥

第1図藏柱鉱山李面図 o
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　定ぎれる。長右帯はペルト長

　石を主とし，曹長石を不規則

　に混え，叉部分的には石英，

　白雲母，絹雲母を混えた品質

　の低い部分が直径1m余の塊’

　朕をなして存在することがあ

　り，割目砕澹つてマンガンを、

　’含む黒色薄暦を附着ずる部分

　がある。坑内西側壁及び南側

　は黒雲母，白雲母，石英を混・

　えて花崩岩昏移化する傾向が

　見られるo長石帯の下部は
　（筑内ふまえ）再び石英帯があ

　　　　　　　　　　ト　るが，未探鉱で不詳である。．

　石英帯が母岩に直接する例は

　從来存在しないので，更にそ

　あ下部には長石幣交は，長石，

　1石糞混交帯が存在するものと

　予想される◎鉱床の西側は厚
、

　さ1～2mの長石，石英混交　『

　　　　　　　V　V　V－刃　　、圖軍石英’帯，
　　　　　　vl、V．．一一説、．魎，V　V・　　皿皿長融賀

　　　　　　　　／x　ズ’＼　　　　皿恥聯推定諭

麟㌧1・編、、1，×ど，◇頴

∵』ぎ』◇蹄・、

…幣を繹て花崩岩に移化し，東側は更に厚い混交帯が存在

F
す

るものと認められるo　　　・1　．，、　，，

　　　　　　辱3．鑛・石
　イ）『白珪石　上部石英幣の鉱石は乳友白色不透明質

で，均質であるが，割目に沿5薄い焼け，及び鉱石内に

微細な包有物を有し，全体として1級以下であるφ用途

は騰珪砂フ甜シリrンカ樋当と居われる・レ

　自）長石長石帯の大部は淡紅褐色のペルト．長石から

吻・蝿の白色曹艮石が不規則に入り混つているや，縞，

晶は概して小さく数mm以下のものが多い。低贔位の部

黛では石英p小粒及び白雲母の小結晶が存在するカシこ

れうり量の多い所及び絹雲母が長石幣中に微細な黄色網

歌賑をなして，点在する部分は鉱石とし七の贋値がな

い。鉱石全体としての著しい特徴は極めて割目に富み・

質が脆弱で採鉱に際し35％塚上が粉鉱となる大きな欠

　　　　　　　　　　　　ノ点があるQ分析結果は実の通りである。（分析者地質調

・査所　関根箇鄭，山田貞子）

　以上の鉱石から塊鉱のみを選別すれば，1級約30％，

2級約20％，別に糧鉱（3級）2α％程度が得られると見込

まれるρ1級は白色磁器素地，，2を3級は比較的低級爾陶

第 工

邸

第2図　藏荘鉱山坑内図

磁器素地ガラス叉は磁邸用として適する。

　　　　　　4．鑛　量
イ，白珪石

白達石計継塁雛　．一』．

　ロ，長石

　　　r確定鉱量　100ガ・
　　　り

　難姦騨
　　　　　　5．現況其の他
一現在は主として長石幣を坑内手掘操掘しているo鉱石，

は手深により1題塊鉱昇級塊鉱粉鉱・珪石にわけら為’

1級，2級町み出荷される。1、

躾主　共立窯業原料耕試会杜（23年7月より）　－

労務員男6，女3
生壼目標　50t／月　年蘭8ヵ月稼動　一

蓮搬　トラック積場｝飛揮古川駅叉ほ悪揮國分承問’

　　25・km1唐2往優
　　　　　　6．結・言r

本鉱床はペクマタイト質白珪石・長石鉱床と，しては大F

表

紅色ペルト長石
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ぎさほ串位に属するが，鉱石品位は編島方面のものに比

しかなり劣るが，開発は未だ孚ばにあるので，今後の探

鉱により量的に期待がかけられる。鉱床としては衣の諸

欠、点が著しいo

イ，長石鉱石は粉鉱となり易いρ

ロ，白珪石はその品泣が良好でなく採掘の慣値が乏し、

　い。　　　　’　．　向』5　 ．、、
凸，・古川駅迄の蓮搬ボ不便である。

553．6133550．8（521．72）

　　　　　　　　　　　　　　モ
　　　　　滋賀縣†長石鉱床概査報告・

資齋　俊　男

　　　　　　　R6sum6
　　．SOme　Eeldspar　Deposiεs　in　F

　　　　Shig我Prefec触re．

　　　　　　　By
　　　　　ToshioAnsai．
i5丁塾erearet五reeminin窪翫re乱S・£feldSpar

　inshi興refec右urel6むs卿，Mikumぴ
　卑ur踵ndShigar翫ki・m鋳chi，哀・9我一gun．

2．丁五edepdsiもsarelenticu18rorm舞sslve
　．副iむωnbioむitegranlte，勘ndtぬe・recqn－

　sfsts血ainly・fK・feldspaf，N曲1dspar．1
叩d蟻u8r右zw曲sma11優u乱n右i右yo加icas，and

卑ostoftheoreismoregrlessweathered、to
’
乱
p

pe＆rp・轍e1y．

　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ム3．一　The◎王lir泓tsu　deposits　ne翫r　gtsu－s五i　駄nd

仙eMikumgdep・siむspr・miseg・・df・ゆ・出

reserves泌dgradeofoγe．．

　　　　　　　　　1
　昭和23年∬月，滋賀縣下大津市附近，甲賀郡三雲村，

伺郡信樂町附近の長石鉱床の概査を行づたので其の結果

を報告する。

　　　　L　大灘：市及び其の附近の鑛躍

　（1）地質及び鑛床の概要

　地域地質は秩父古生層の粘板岩，砂岩，、珪岩，黒雲毎

欄岩及嘩醜麟らなる・，鉱床題の花鵬弊発
輩するアプラィ収郡れと漸移する優白質花酷で
く井上石垣鉱床のみはペグマタイト），概ねレンズ状をなな

す。レンズの大きさは大体幅数10mに及蕊大規模なも

ので，・大体繭北に長い傾向1を有し，アプライ．トほ屡そぺ。

グマタイト脈によつ七：切られることカ｛ある。

　鉱石はかなり変化に富むが1大体加里長石を主どし石

英を数％乃至30％程輿混え，少量の白雲母を俘5を常

とする。及鉱石は一般に風化分解し，砂状ときに百土朕

を呈し・この傾向は高品位鉱石の場合著しい。優白花醐

岩質鉱床が粗粒歌に分解しだ鉱石ほ一種の4サバ”と

　　　ぺぎ　　　　　ごエ

　　　　＠・

　　　　　　　　　　　　　．《

第1図　三雲地区長石鉱床位置関係函

云・うことが出来る◎

　（2）．羅鱗（井上場・2号灘飛）大津市李
津町。東海道線石山駅より南方へ瀬由川に滑5て4km

の間トラック樋じ・献へ2k礁車導施る・碑
場へ硬に椎3～4e・m樋ずる・．

　鉱床は北から井上1号，漢井平津，1井上2暮の順にN

50。～6翠蘭に並ぶ芋状鉱体の連続と見らね麺長

200m・幅15＾40血程度である◎各擦掘場問の鉱床連続

朕態は明かでな七・が，膨綿はあつても連続するものと推　　σ

定される。鉱石ほ2種に分けるごとが出来る。
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